
TEAM MYODEN 
            市川市立妙典中学校 令和３年度生徒指導だより第４号 ５月３１日 

教育目標：未来を拓く妙典中生徒＜明るく・正しく・美しく＞ 

目指す生徒：◎ふれあいを大切にする生徒 ◎進んで学ぶ生徒 ◎頑張りぬく生徒 

◎五香の儀式 
 「五香の儀式」とは、中国に昔からある風習で、生まれた赤ちゃんに母乳を飲ませる前に、 

５つのものを赤ちゃんになめさせる、といったものだそうです。 

 

「五香の儀式」には、この世に生まれた赤ちゃんが、これからの人生を生きていく中で、「すっ

ぱく」「からく」「にがく」「痛い目」といった経験なくしては「甘い」ものにはありつけないと

いうことを教える、つまりは、一時のつらく困難なことに負けずに頑張り続けてほしいという親の

願いが込められているとのことです。 

誰もが自分にとって嫌な経験はしたくないことでしょう。ただ、どこかでこの「すっぱく」「から

く」「にがく」「痛い目」といったことを乗り越えた経験を持たずにいたら、いつまでも努力せず、成

長せず、上手くいかないことがあれば何でも周囲のせいにしてしまうようになってしまうのではな

いでしょうか。 

すっぱくても、からくても、にがくても乗り越えるための工夫や努力をして欲しいし、今、この

力を身につけないと、大人になったときに身につけるのは本当に大変なことです。 

成長をしていけばすっぱさも、からさも、にがさも、美味しいと感じる時がきます。そうなった

時、甘さが前にも増してうれしいはずです。 

中学校生活ではいろいろなことがあります。全てのことが自分の成長につながるのだと考えて、

乗り越えてほしいと思っています。（もちろん、一人で難しいときには、友達や先生の力を借りて

くださいね。） 

１． 最初に酢をなめさせる 

２． 次に、塩をなめさせる 

３． その次に、にがい薬をなめさせる 

４． さらに、トゲのあるカギカズラ（アカネ科の植物）をなめさせる 

５． 最後に、砂糖をなめさせる 

 

 



 

 

 

 

光の時間 
〈学〉は、昔〈學〉って書いたんだよ 

×が二つも入っているだろう 

〈交流〉〈交友〉の〈交〉にある×さ 
 

生徒同士 生徒と先生 

ひととひととが 交わるところが学校なんだ 

〈學〉という字が ささやいているね 

〈校〉という字も ささやいているね 

そりゃ 勉強も大事だろうが 

友だちこそが 人生の宝だよと 
 

失敗なんかしても くよくよするな 

友だちと 先生と 語り合うひとときが 

こころにのこる 光の時間となって 

ほのぼのと 君の道を照らしてくれる 

ジャージ・体操服登下校中の名札について 

 ジャージ・体操服登下校中の氏名表示が気に

なる場合には布で隠す、テープで貼るなどの対

応をお願いします。 

休み時間の廊下の過ごし方について 

梅雨の時期、廊下が湿気で大変滑りやすくな

ります。怪我に十分注意するとともに、雨の日に

は教室で読書をするなどをして静かに過ごしま

しょう。 

 


